
▲こども芸術祭で、米村由香里氏によるピアノ
　伴奏で、「モーツアルトのバイオリン協奏曲第
　３番」を披露する河村くん

バイオリンで２度目の最優秀賞！河村仁くん
▶熊日学生音楽コンクール

人権意識の高揚を図る催し開催
▶阿蘇市人権フェスティバル

福祉施設で威勢よく餅つき
▶くつろぎの里・山色美　奉仕活動

　難関とされる第４４回熊日学生音楽コンクール本選が１２月１１日行われ、
バイオリンを演奏した阿蘇中学校２年の河村仁くん（坊中）が、弦楽器部門
で最優秀賞及び全部門総合で熊本県賞に選ばれました。
　「今大会に向け、土日は１０時間練習してきました」という河村くん。本番
では「すばらしいテクニック」と評価されました。これまでにも数々のコンクー
ルで受賞。その音色は、今年度の
阿蘇市こども芸術祭でも披露され
会場は感動の渦に包まれました。
　５歳からバイオリンを始めた
河村くん。「自分の頭で描く曲が
弾けたら一番嬉しい」と、音楽

を愛する努力家で、
将来の夢はバンドを
組むこと。バイオリ
ニスト葉加瀬太郎さ
んのようなバラエ
ティ豊かな人が憧
れ。今後が楽しみな
１４歳です。

【受賞歴】
平成１７年　第３８回熊日学生音楽コンクール
　　　　　　　優秀賞
平成２０年　第２３回八代青少年音楽コンクール
　　　　　　　金賞
平成２１年　第１１回九州音楽コンクール
　　　　　　　金賞・審査員特別賞
　　　　　　第４２回熊日学生音楽コンクール
　　　　　　　最優秀賞・熊本市賞
平成２３年　第２６回八代青少年音楽コンクール
　　　　　　　金賞

　１２月２０日、赤水に在る、「えんがわづくり・く
つろぎの里・山色美」（西岡ヤス子代表）の皆さんが、
障害者支援施設たちばな園（三久保）を訪問し、餅つ
きを行い、つきたてのお餅を入所者の方々に振る舞い
ました。この日はもち米３０キロがつかれ、入所者の
方も、きねを持ち飛び入り参加する盛り上がりで、年
末の懐かしい行事を楽しまれました。
　山色美では、餅のほか洗剤等も寄付されました。

　人権週間（１２月４日～１０日）にあわせ、１２月２日、
阿蘇体育館で、市や阿蘇市人権・同和教育推進協議会、
阿蘇市女性団体連絡協議会主催による「阿蘇市人権フェ
スティバル」が開催されました。この催しは、学校や各
種団体の活動、講演会を通じて、同和問題をはじめあら
ゆる差別をなくし、人権意識の普及と高揚を図ることを
目的に毎年開催されています。
　会場では、人権絵画やポスター、標語、男女共同参画
川柳、障がい者支援施設の作品などが展示され、ステー
ジでは、山田保育園の鼓隊演奏、中通隣保館の大正琴講
座の演奏、ＮＰＯ法人阿蘇ヒューマン２１の皆さんによる

コーラス、人権擁護委員の皆さんによる人権劇などが披露されました。
　また、徳島県人権啓発青少年団体連絡協議会『止揚の会』事務局の大湾昇氏による「出会いと表現」と題
した記念講演が行われました。
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　阿蘇地区薬物乱用防止指導員協議会の会長を務める釣井賢氏
（分１区）に、永年にわたり啓発活動を続け薬物乱用の防止に
大いに貢献したとして、熊本県薬物乱用対策推進本部長である
蒲島知事から感謝状が授与されました。
　釣井氏は昭和５２年にライオンズクラブに入会し、活動の中
で薬物乱用防止のビラ配りや阿蘇市の小、中、高校に出向き指
導にあたるなど、永年にわたり積極的に取り組んでこられまし
た。
　「薬物に関する情報収集を徹底し、各団体や子どもたちにしっ
かりと啓発活動を行うのが指導員の務め。」と今後の活動に意
欲を示す釣井氏。なお、同協議会は各団体から２３名で構成さ
れており、薬物乱用防止に向けた活動を精力的に行っています。

薬物乱用防止の啓発活動に功績　釣井賢氏に県知事から感謝状

古城小学校で「人権の花運動」終了式が行われました

コミュニティ助成事業で動力噴霧器を整備

▲助成により購入した動力噴霧器。

▶感謝状贈呈の様子。

　１０月３０日、古城小学校で「人権の花運動」の終了
式が行われました。
　この運動は、配布された花の種子などを、児童が協力
して育てることによって、生命の大切さや相手への思い
やりの心を伸ばすことを目的として、４月から実施され
ていました。終了式では、児童の作文発表や人権擁護委
員から感謝状と記念品の贈呈などが行われました。

　また、天候により延期されて
いた風船飛ばしが１２月６日に
行われ、ひまわりやコスモスな
どの花の種を「育てよう・おも
いやりの心と生命の尊さを」な
どのメッセージが書かれた封筒
に入れ風船に付けて大空へ飛ば
しました。

　地域社会の健全な発展と住
民福祉の向上を図ることを目
的としたコミュニティ助成事
業により、動力噴霧器 3 台を
整備しました。
　この事業は、宝くじの社会
貢献広報事業として財団法人
自治総合センターが助成を行うものです。
　動力噴霧器は、草原維持のための野焼き時など林野火
災発生防止及び延焼防止対策のために利用するものです。

▲風船飛ばしの様子。
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